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行うことの正当性を示している。すなわち，まず構文解析を行う入力系列 Yと文法 G に対して節集合ゆ
(G , r) を定義し，これが充足不可能となることを示し，ついでこのゆ (G ， r) に導出原理を適用す
るとき，導出原理の完全性により空節が導かれることから，元の入力系列7 がGから導かれることを
示している。














(1) 文脈依存文法G と，構文解析すべき入力系列 7 を用いて，新しく節集合ゆ (G ， y) を定義し，ゆ (G ，
りから空節を導出することによって構文解析が行えることを保証している。
(2) 節集合ゆ (G ， y) を用いることにより，従来の種々の手続き的な構文解析法を統ーして，宣言的
に記述できることを示している。またゆ (G ， y) から導出を行う際に，各種の制限付き導出法(証
明戦略)を用いることにより，従来の個々の構文解析法に対応する構文解析が行えることを示して
いる白
(3) ゆ (G ， y) を用いた文脈自由言語の構文解析法の停止性および効率に関する定理を導き，アルゴ
リズムとしての完全性を保証している。
(4) 文脈自由文法G と入力系列y を用いて， (1)と同様に節集合ψ(G ， r) を定義し，これから ANS節
を導出することにより 直接的に構文解析結果の括弧表現が得られることを示している。
以上のように，本論文は形式言語の構文解析を行うシステムを設計する上で必要な構文解析手法に
ついての有用ないくつかの新しい知見を与え，コンパイラの自動作成に有用な示唆を与えており，情
報工学の発展に寄与するところが大きい。よって 本論文は 博士論文として価値あるものと認める。
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